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 Ｉ・Ｙさん 大正13年生まれ 男性 
 
 2004年（79歳）両側水腎症にて受診 
 2004年（79歳）ＰＳＡ5.9から前立腺がん
を疑い生検。Poorly adenocarinoma ,    
Gleason 4+5=9, ステージＣと判断 

 高齢でもあることから、ホルモン治療と
してゾラデックス皮下注射にて経過観察 
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疼痛は、10段階のスケール 
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 2004年（79歳）ゾラデックス皮下注開始 
 2005年（80歳）水腎症改善し、ＡＤＬ上
昇。妻の介護を元気におこなう 

 2006年（81歳）ＰＳＡ安定。妻の介護中
心の生活 

 2007年（82歳）妻死去にともないひきこ

もりになり、食生活の偏り（インスタン
ト麺ばかり） 

 2008年（83歳）膀胱結石発見され摘出 



 2009年（84歳）ＰＳＡ再上昇から骨転移

（右仙骨部集積：骨シンチ）が発見され
るも疼痛なし。 

 2010年（85歳）上記の骨転移の疼痛出

現。モルヒネ投与すると改善するも、さ
らに、引きこもり。往診にて外出を促し
励ます。 

会いに来たよ！ 
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 2010年（85歳）より麻薬の処方がふえ、往診
が増える。全身倦怠などあり 

 2011年3月（86歳）より ゾメタ4ｍｇを在宅
にて投与。でかける習慣をつけるように配慮 

 同年6月よりクリニックに受診し、ゾメタ点
滴うける。部屋の掃除をするようになる。 

 同年9月悲観的になるので、麻薬を減量 
 2012年1月（87歳） 麻薬の大幅減量にても、
疼痛改善傾向のままになる 



 2012年4月 麻薬も

減量になり買い物・
掃除が自分でこなせ
る 

 疼痛は、起き上がり
の際に、仙骨に体重
をかけるとでるが、
普段は感じない。 

もう元気だよ！ 

http://jp.f1002.mail.yahoo.co.jp/ya/download?mid=1_23910_AGFjb3IAAN/3T+KUbgD4EVeX/KE&pid=2&fid=Inbox&inline=1
http://jp.f1002.mail.yahoo.co.jp/ya/download?mid=1_23910_AGFjb3IAAN/3T+KUbgD4EVeX/KE&pid=2&fid=Inbox&inline=1


骨への転移 

体動による炎症 

在宅ひきこもり 

筋力・骨量低下 

麻薬の管理 



ゾメタ投与 

体動による炎症 

在宅ひきこもり 

筋力・骨量低下 

週３回電話かけに
よる外出促進 

湯たんぽ 
作戦 

ゾメタ点滴＝音楽披露♪ 

http://green.ap.teacup.com/applet/okui/msgcate5/archive


0 

5 

10 

15 

20 

25 

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

PSA 

仙骨の転移 
は、体動で 
炎症。痛み 
増強 

PSA上昇に 
比例して 
転移多数。 
疼痛少ない 
 



 麻薬一辺倒の癌管理だけでは、不十分で
はと疑問をもった 

 転移巣の痛みを、体動にともなう炎症を
合併と仮説をたてた 

 在宅引きこもりから、外出するまでサ
ポートすれば、筋力ＵＰして炎症改善す
ると方法を考えた 

 ゾメタ点滴＆体ケア＆心ケアの三位一体
で、麻薬が減少する結果となった。 



骨転移の家族の看取 
ケアがわかるように 
マンガ小冊子を作成 
 
インターネットに公開 
して、だれでも使える 
ようにしています。 



結語 


